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日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
(
以
下
、
日
大
本
・
家
本
Ｅ
・
Ｅ)
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
(
１)
が
、
本
稿
で
は
、
拙
稿
①
｢
三
条
西
家
の
家
本
『
源
氏
物
語』
に
つ
い
て
(
２)｣
、
②
｢
三
条
西
家
本
『
源
氏
物
語』
の
実
隆
に
よ
る
校
訂
―
本
注
と
本
無
注
を
め
ぐ
っ
て
―
(
３)｣
を
踏
ま
え
、
三
条
西
家
の
家
本
が
ど
の
よ
う
に
し
て
日
大
本
と
な
っ
た
か
を
考
え
る
と
と
も
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
る
。
な
お
、
調
査
に
用
い
た
本
に
つ
い
て
は
、
注
に
挙
げ
な
か
っ
た
も
の
を
本
稿
末
尾
に
一
括
し
て
挙
げ
る
。
一
紫
塵
愚
抄
と
書
陵
部
本
お
よ
び
日
本
大
学
蔵
本(
桐
壺)
三
条
西
実
隆
の
作
成
し
た
源
氏
物
語
の
最
初
の
家
本
(
以
下
、
家
本
Ａ
・
Ａ)
は
、
文
明
九
年
1477
か
ら
同
一
八
年
1486
に
か
け
て
の
飯
尾
宗
祇
よ
り
源
氏
講
釈
を
受
講
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
時
点
で
の
宗
祇
所
用
本
を
書
本
と
し
て
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
宗
祇
講
釈
で
は
時
に
肖
柏
の
代
講
も
あ
り
、
肖
柏
・
実
隆
の
二
人
は
、
誤
写
を
無
視
す
れ
ば
師
で
あ
る
宗
祇
と
同
じ
本
を
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
(
４)
。
家
本
Ａ
の
書
写
作
業
は
講
釈
の
進
行
と
と
も
に
進
み
、
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
一
日
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
家
本
Ａ
は
、
二
一
年
後
の
永
正
三
年
1506
八
月
二
日
に
甲
斐
国
某
へ
売
却
さ
れ
る
ま
で
、
実
隆
が
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
宗
祇
著
紫
塵
愚
抄
は
、
文
明
一
七
年
1485
の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
源
氏
講
釈
が
終
盤
と
な
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
家
本
Ａ
の
書
写
を
終
え
た
時
期
で
も
あ
る
。
宗
祇
所
用
本
を
書
本
と
し
て
成
立
し
た
紫
塵
愚
抄
の
本
文
が
、
Ａ
の
原
型
に
近
い
可
能
性
が
あ
る
。
紫
塵
愚
抄
は
、
抜
き
書
き
に
用
い
ら
れ
た
書
本
を
正
確
に
写
し
て
い
85
三
条
西
家
の
家
本
『
源
氏
物
語』
と
書
陵
部
本
中
城
さ
と
子
な
い
可
能
性
も
あ
る
(
５)
が
、
省
略
文
と
な
る
直
前
に
本
文
改
変
が
あ
る
と
見
定
め
、
取
り
上
げ
る
箇
所
は
書
本
か
ら
の
抜
き
書
き
通
り
と
推
測
す
る
。
家
本
Ａ
か
ら
数
え
て
五
代
目
に
あ
た
る
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
の
本
文
を
イ
、
そ
れ
と
対
立
す
る
本
文
を
ロ
と
す
る
と
、
大
成
お
よ
び
紹
巴
関
連
本
(
６)
に
見
ら
れ
な
い
ロ
本
文
が
二
〇
例
中
一
〇
例
に
も
の
ぼ
る
。
表
１
は
、
こ
れ
ら
の
例
を
除
外
し
残
る
一
〇
例
に
つ
き
、
家
本
Ｅ
・
書
陵
部
本
・
紫
塵
愚
抄
の
本
文
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。｢
本
文
イ｣
に
続
く
細
字
は
大
成
か
ら
一
致
本
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
り
、｢
本
文
ロ｣
に
続
く
細
字
は
、
ま
ず
大
成
所
載
本
か
ら
挙
げ
、｢
／｣
以
下
に
紹
巴
関
連
本
の
一
致
本
を
挙
げ
る
。｢
ロ｣
に
挙
が
っ
て
い
な
い
紹
巴
関
連
本
は
、
す
べ
て
イ
本
文
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
イ
の
蘭
に
挙
げ
ず
省
略
し
て
い
る
。
家
本
Ｅ
は
肖
柏
本
が
全
例
で
一
致
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
が
、
Ｅ
を
基
準
に
す
る
と
書
陵
部
本
は
一
〇
例
の
う
ち
八
箇
所
(

％)
で
一
致
し
、
紫
塵
愚
抄
は
二
箇
所
(

％)
で
し
か
一
致
し
な
い
。
書
陵
部
本
は
、
紫
塵
愚
抄
に
比
べ
る
と
格
段
に
Ｅ
に
近
い
。
な
お
、
取
り
上
げ
た
箇
所
の
書
陵
部
本
の
Ｅ
と
の
乖
離
率
は

％
で
あ
る
が
、
悉
皆
調
査
で
、
桐
壺
は
書
陵
部
本
と
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
と
の
乖
離
が
小
さ
い
巻
と
さ
れ
て
い
る
(
７)
。
と
こ
ろ
で
、
桐
壺
に
お
い
て
定
家
本
に
比
定
で
き
る
大
成
所
載
本
は
、
池
田
本
で
あ
ろ
う
か
、
大
島
本
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
を
比
定
し
た
場
合
の
定
家
本
と
の
一
致
率
を
み
る
と
、
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
定
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【
表
１
家
本
Ｅ
と
の
一
致
(
紫
塵
愚
抄
の
存
在
す
る
箇
所)
】

⑫
つ
み
な
く
青
御

④
こ
よ
な
く
肖

⑥
御
さ
ま
な
り
け
る
青

⑧
を
こ
た
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
青

⑤
た
ち
は
な
れ
に
く
き
青
麦

②
は
ゝ
君
も
青
河
御

⑫
ま
か
て
つ
き
て
横
肖

②
御
と
の
ゐ
青
河
御
陽
国
	
⑧
三
位
の
く
ら
ゐ
青
５
④
人
の
心
を
肖
大
成
頁
行
・
本
文
イ
(
家
本
Ｅ)
よ
ろ
つ
つ
み
な
く
河
国
／
公
こ
よ
な
う
池
横
大
河
別
／
京
天
御
さ
ま
な
る
尾
為
平
大
麦
を
こ
た
り
ぬ
陽
国
立
は
な
れ
か
た
き
河
御
陽
国
は
ゝ
君
麦
ま
う
て
つ
き
て
池
河
御
国
麦
と
の
ゐ
麦
三
位
の
く
ら
ゐ
を
麦
／
土
湖
人
の
心
を
の
み
池
大
河
御
麦
本
文
ロ
ロ イ イ イ イ イ イ イ イ ロ 書
ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ イ イ 紫
【
表
２
定
家
本
と
の
一
致
(
紫
塵
愚
抄
の
存
在
す
る
箇
所)
】
大
島
本
池
田
本
比
定
本
７
例
(


％)
７
例
(


％)
Ｅ
の
一
致
２
例
(

％)
３
例
(

％)
書
陵
部
本
の
一
致
２
例
(

％)
３
例
(

％)
紫
塵
愚
抄
の
一
致
家
本
を
基
準
に
す
る
と
、
家
本
Ｅ
に
比
べ
て
他
の
二
本
が
定
家
本
か
ら
は
同
程
度
に
遠
い
。
定
家
本
を
基
準
に
す
る
と
、
紫
塵
愚
抄
の
存
在
す
る
箇
所
に
お
け
る
書
陵
部
本
桐
壺
は
定
家
本
と
の
一
致
率
は

〜

％
と
少
な
い
が
、
Ｅ
と
の
一
致
率
は

％
と
大
き
い
。
里
村
紹
巴
は
三
条
西
公
条
と
の
親
交
を
通
し
て
紹
巴
本
の
証
本
化
(
Ｅ
本
化)
を
目
論
ん
だ
が
、
紹
巴
関
連
本
と
Ｅ
と
の
異
同
箇
所
に
お
い
て
、
桐
壺
で
は
紹
巴
本
の
う
ち
紹
九
本
の

％
が
Ｅ
本
化
の
最
高
値
で
あ
り
(
８)
書
陵
部
本
と
Ｅ
と
の
一
致
率
は

・
９
％
で
あ
る
。
紹
九
本
に
一
致
率
で
勝
る
書
陵
部
本
が
家
本
Ｅ
と
無
縁
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
書
陵
部
本
は
、
実
隆
の
指
揮
下
で
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
書
陵
部
本
が
家
本
Ｅ
へ
至
る
途
上
の
三
条
西
家
の
本
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
表
１
の

⑧
の
例
の
ロ
本
文
は
紹
巴
関
連
本
か
ら
選
ん
で
い
る
が
、
取
り
上
げ
た
三
本
は
イ
本
文
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
本
文
は
、
家
本
の
原
型
Ａ
に
発
し
て
Ｅ
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
本
文
が
書
陵
部
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
紫
塵
愚
抄
と
書
陵
部
本
お
よ
び
日
本
大
学
蔵
本(
帚
木)
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
と
書
陵
部
本
の
異
同
が
多
い
巻
の
報
告
に
よ
る
と
、
桐
壺
・
帚
木
・
空

が
挙
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
異
同
が
少
な
い
巻
で
あ
る
(
９)
。
桐
壺
で
見
通
し
た
こ
と
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
て
、
桐
壺
同
様
に
異
同
の
少
な
い
巻
か
ら
帚
木
を
取
り
上
げ
る
。
帚
木
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
実
隆
の
｢
正
本｣
と
の
校
合
記
事
が
実
隆
公
記
(
以
下
、
公
記)
に
あ
り
校
合
時
期
が
特
定
で
き
る
こ
と
、
家
本
Ｅ
が
Ｄ
本
を
書
写
し
た
も
の
に
肖
柏
古
本
と
の
校
合
が
入
っ
て
い
る
こ
と
(
Ｅ
奥
書
お
よ
び
公
記)
な
ど
に
も
よ
る
。
な
お
、
帚
木
の
後
部
の
調
査
で
紫
塵
愚
抄
と
書
陵
部
本
の
結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
、
後
出
の
柏
木
の
調
査
で
書
陵
部
本
が
西
家
本
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
の
で
、
以
下
で
も
、
書
陵
部
本
の
書
本
が
三
条
西
家
の
家
本
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
で
論
じ
た
い
。
書
陵
部
本
の
成
立
は
、
桐
壺
・
夢
浮
橋
の
実
隆
筆
奥
書
か
ら
、
実
隆
が
権
大
納
言
で
あ
っ
た
長
享
三
年
1489
二
月
二
三
日
か
ら
永
正
三
年
1506
二
月
五
日
の
ど
こ
か
の
時
点
で
あ
り
、
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
一
日
に
87
書
写
完
了
し
た
家
本
Ａ
原
型
よ
り
も
四
年
弱
の
後
を
上
限
と
す
る
成
立
で
あ
る
。
た
だ
巻
に
よ
っ
て
は
家
本
Ａ
の
完
成
以
前
に
書
写
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
帚
木
に
つ
い
て
は
、
Ａ
に
正
本
と
の
校
合
が
入
っ
た
の
が
文
明
一
九
年
1487
四
月
一
日
(
公
記)
で
あ
り
書
陵
部
本
の
成
立
が
長
享
三
年
1489
二
月
二
三
日
を
遡
れ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
書
陵
部
本
が
家
本
Ｅ
と
本
文
を
共
有
し
紫
塵
愚
抄
と
対
立
す
る
例
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
正
本
と
の
校
合
後
に
書
陵
部
本
が
成
立
し
た
と
判
断
す
る
。
家
本
Ａ
は
、
売
却
さ
れ
る
ま
で
二
一
年
に
も
わ
た
り
使
用
さ
れ
、
そ
の
間
に
は
実
隆
の
目
指
す
本
文
(
以
下
、｢
定
家
本｣)
に
近
づ
け
る
努
力
が
な
さ
れ
た
。
先
述
し
た
正
本
を
披
見
、
早
速
翌
日
に
帚
木
を
校
合
し
た
の
を
一
例
と
し
て
校
合
は
、
家
本
Ａ
へ
の
書
き
入
れ
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
売
却
時
点
で
は
よ
き
校
合
本
に
巡
り
あ
え
た
巻
、
巡
り
あ
え
な
か
っ
た
巻
の
間
で
は
差
が
あ
る
も
の
の
、
巻
巻
の
定
家
本
化
が
進
ん
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
売
却
時
点
で
の
家
本
Ａ
は
、
公
記
に
｢
秘
蔵
之
本｣
と
あ
り
、
秘
蔵
す
る
に
足
る
校
合
の
成
果
が
積
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
Ａ
原
型
の
本
文
が
校
合
に
よ
っ
て
変
化
し
た
本
文
を
A'
と
す
る
。
家
本
Ａ
の
売
却
後
に
作
成
し
た
家
本
Ｂ
は
、
永
正
三
年
1506
閏
一
一
月
二
一
日
に
書
写
が
完
了
し
た
。
Ｂ
本
作
成
の
際
は
、
定
家
本
化
が
進
ん
だ
家
本
Ａ
を
再
現
す
べ
く
、
Ａ
と
の
校
合
書
き
入
れ
が
入
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
勧
修
寺
教
秀
本
(
四
七
冊)
を
中
核
に
、
や
は
り
校
合
の
入
っ
た
Ａ
を
写
し
た
南
御
方
本
(
明
応
四
年
1495
六
月
一
日
成
立)
で
補
写
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
家
本
Ｂ
も
、
五
年
あ
ま
り
使
用
さ
れ
佐
々
木
四
郎
に
売
却
さ
れ
て
い
る
(
)
。
家
本
Ｃ
は
、
南
御
方
本
を
書
本
に
作
成
さ
れ
、
二
年
ほ
ど
の
歳
月
を
経
て
永
正
一
一
年
1514
一
一
月
一
九
日
以
前
に
は
完
成
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
南
御
方
本
の
完
成
時
点
で
の
定
家
本
化
が
Ｃ
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
は
勿
論
だ
が
、
Ｂ
本
の
中
核
を
な
し
た
教
秀
本
が
南
御
方
本
よ
り
早
い
文
明
一
八
年
1486
こ
ろ
の
校
合
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
南
御
方
本
と
の
対
校
に
よ
り
教
秀
本
の
部
分
の
さ
ら
な
る
定
家
本
化
も
当
然
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
家
本
Ｂ
と
家
本
Ｃ
は
、
南
御
方
本
と
同
程
度
の
定
家
本
化
を
実
現
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
本
が
売
却
さ
れ
て
Ｄ
本
を
作
成
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
も
、
南
御
方
本
が
書
本
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
三
本
は
、
南
御
方
本
と
同
程
度
の
定
家
本
化
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
成
普
及
版
第
一
二
冊
に
所
載
の
南
御
方
本
の
写
し
日
高
氏
本
は
現
在
は
伝
存
不
詳
な
の
で
、
家
本
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
本
文
は
、
冒
頭
よ
り
七
帖
は
Ｄ
を
書
88
本
と
し
た
公
条
筆
本
を
Ｅ
か
ら
導
き
出
し
、
間
接
的
に
知
る
し
か
な
い
。
家
本
Ｅ
作
成
時
の
書
き
入
れ
を
Ｅ
か
ら
除
外
す
れ
ば
、
誤
写
の
な
い
箇
所
で
は
公
条
筆
本
が
残
り
、
そ
の
親
本
の
Ｄ
本
が
同
文
の
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
冒
頭
七
帖
に
限
っ
て
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
書
写
過
程
で
の
誤
写
が
発
生
し
て
い
な
け
れ
ば
、
家
本
Ａ
の
書
き
入
れ
後
の
最
終
本
文
が
そ
の
ま
ま
家
本
Ｅ
の
本
行
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
は
、
公
条
筆
本
に
誤
写
が
な
い
部
分
は
Ｅ
の
書
き
入
れ
前
の
本
文
が
該
当
し
、
書
き
入
れ
後
が
Ｅ
の
本
文
と
な
る
(
た
だ
し
Ｅ
に
は
、
公
条
筆
本
の
書
本
Ｄ
と
の
校
合
に
よ
る
誤
写
訂
正
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る)
。
と
こ
ろ
で
、
家
本
Ｅ
五
四
帖
の
作
成
時
に
書
本
と
な
っ
た
大
部
は
、
Ａ
を
書
本
と
す
る
姉
小
路
本
三
五
冊
(
本
編
四
四
帖
か
ら
冒
頭
七
帖
・
花
宴
・
若
菜
上
を
除
く)
で
あ
る
。
姉
小
路
本
は
、
南
御
方
本
よ
り
も
成
立
が
一
年
以
上
遅
れ
る
の
で
、
こ
の
間
に
家
本
Ａ
に
さ
ら
な
る
書
き
入
れ
が
入
り
、
南
御
方
本
を
上
回
る
定
家
本
化
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
家
本
Ｅ
作
成
時
に
採
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
帚
木
で
の
正
本
披
見
が
定
家
本
化
を
推
し
進
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
は
、
ど
の
巻
か
の
披
見
が
叶
っ
て
の
校
合
書
き
入
れ
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
南
御
方
本
と
、
家
本
Ｅ
の
書
き
入
れ
前
の
本
文
(
姉
小
路
本
の
写
し)
と
に
差
が
あ
る
巻
が
見
つ
け
出
せ
れ
ば
、
そ
の
巻
と
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
南
御
方
本
の
写
し
日
高
氏
本
が
世
に
現
れ
、
こ
の
辺
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
帚
木
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
文
明
一
九
年
1487
閏
三
月
三
〇
日
に
帚
木
の
正
本
を
披
見
、
早
速
四
月
一
日
に
校
合
し
た
と
い
う
記
事
が
公
記
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
Ａ
本
へ
の
校
合
書
き
入
れ
が
、
書
陵
部
本
の
成
立
(
長
享
三
1489
〜
永
正
三
1506)
よ
り
前
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
巻
で
も
あ
る
。
ま
た
、
家
本
Ｅ
か
ら
肖
柏
古
本
と
の
校
合
に
よ
る
書
き
入
れ
を
除
い
て
も
と
め
ら
れ
る
公
条
筆
本
か
ら
は
家
本
Ｄ
も
推
測
で
き
る
か
ら
で
も
あ
る
。
公
条
筆
本
か
ら
Ｄ
本
を
読
み
解
く
に
あ
た
っ
て
は
、
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
の
忠
実
な
写
し
と
さ
れ
る
中
院
本
が
参
考
に
な
る
。
該
書
は
、
丁
取
り
、
行
取
り
が
Ｅ
と
同
じ
だ
が
、
行
取
り
に
影
響
の
出
る
場
合
を
除
き
、
補
入
・
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
の
書
き
入
れ
は
清
書
し
、
本
注
・
本
無
注
・
イ
無
注
な
ど
は
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
。
中
院
本
に
照
ら
し
て
、
公
条
が
忠
実
な
書
写
を
心
が
け
た
場
合
で
も
Ｄ
本
に
存
在
し
た
補
入
・
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
の
書
き
入
れ
は
清
書
し
た
と
推
測
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
帚
木
の
公
条
筆
本
に
見
ら
れ
る
の
は
公
条
の
書
写
間
違
い
を
訂
正
し
た
書
き
入
れ
が
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
以
外
は
Ｅ
の
書
き
入
れ
で
あ
ろ
う
。
帚
木
の
Ｅ
で
の
書
き
入
れ
注
は
、
肖
柏
古
本
と
の
公
条
に
よ
る
校
合
書
き
入
れ
お
よ
び
実
隆
に
よ
る
点
検
と
推
測
89
さ
れ
、｢
本｣
｢
本
無｣
な
ど
と
い
う
字
を
添
え
る
も
の
も
あ
る
。
次
の
表
１
は
、
紫
塵
愚
抄
の
存
在
す
る
部
分
に
お
け
る
紫
塵
愚
抄
・
書
陵
部
本
・
公
条
筆
本
・
家
本
Ｅ
の
異
同
お
よ
び
各
本
の
一
致
本
を
大
成
か
ら
細
字
で
挙
げ
、｢
諸｣
で
｢
諸
本｣
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
公
条
筆
本
に
つ
い
て
は
、
単
に
Ｅ
本
か
ら
書
き
入
れ
を
除
い
た
も
の
を
挙
げ
、
そ
の
本
文
に
誤
写
が
疑
わ
れ
る
場
合
Ｄ
本
の
推
測
本
文
を
＊
以
下
に
示
す
。
ま
た
、
表
記
差
の
か
ら
ん
で
い
る
校
異
(
思
・
お
も
ひ
・
お
も
ふ
、
う
お
・
い
お
、
し
ら
ひ
・
し
ら
い)
や
、

⑦
｢
い
か
れ
る
う
を
の｣
以
下
の
紫
塵
愚
抄
に
見
ら
れ
る
一
行
脱
、
お
よ
び
紫
塵
愚
抄
に
異
同
の
あ
る
箇
所
な
ど
を
検
討
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。
な
お
、
便
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【
表
１
紫
塵
愚
抄
・
書
陵
部
本
・
公
条
筆
本
・
家
本
Ｅ
の
異
同
】

⑤
ま
と
ろ
ま
れ
さ
り
け
り
池
／
ま
と
ろ
ま
れ
さ
り
け
り
池
／
ま
と
ろ
ま
さ
り
け
れ
は
大
松
／
ま
と
ろ
ま
さ
り
け
れヒ
はヒ
(
り
本)
ナ
シ
(
池
に
近
い)

②
中
に
も
池
／
な
か
に
も
池
／
な
か
に
つ
い
て
も
大
松
秀
河
別
／
な
か○
に
つヒ
いヒ
てヒ
も
池

⑭
心
と
ゝ
め
て
池
秀
河
別
／
心
と
め
て
大
松
／
心
と
め
て
大
松
(
＊
心
と
と
め
て)
／
心
と○
と
め
て
池
秀
河
別

③
ま
と
は
れ
ナ
シ
／
ま
つ
は
れ
青
河
陽
／
ま
つ
は
れ
青
河
陽
／
ま
つ
は
れ
青
河
陽

⑭
い
ふ
と
も
ナ
シ
／
い
ふ
も
青
／
い
ふ
も
青
／
い
ふ
も
青
(
参
考
い
ふ
と
も
な
ほ
河
別)

⑫
中
将
そ
の
大
松
河
／
中
将
そ
の
大
松
河
／
中
将
池
秀
陽
／
中
将
池
秀
陽

⑦
う
ち
は
ら
ひ
つ
ゝ
ま
か
て
ゝ
河
国
／
う
ち
は
ら
ひ
つ
ゝ
ま
か
て
ゝ
河
国
／
う
ち
は
ら
ひ
つ
ゝ
青
陽
／
う
ち
は
ら
ひ
つ
ゝ
青
陽

⑤
旅
ね
も
河
国
／
た
ひ
ね
も
河
国
／
た
ひ
ね
青
陽
／
た
ひ
ね
青
陽

⑬
お
ほ
か
る
ナ
シ
／
お
ほ
か
め
る
青
河
／
お
ほ
か
め
る
青
河
／
お
ほ
か
め
る
青
河

①
い
は
し
大
松
秀
河
別
／
い
は
し
大
松
秀
河
別
／
い
は
し
大
松
秀
河
別
／
い
は
しヒ
(
す
本)
池
	
⑩
あ
ま
り
に
ナ
シ
／
あ
ま
り
青
河
陽
／
あ
ま
り
青
河
陽
／
あ
ま
り
に○
イ
無
ナ
シ
(
参
考
あ
ま
り
に
公)
	
③
た
も
た
る
ゝ
河
／
さ
て
た
も
た
る
ゝ
青
／
さ
て
た
も
た
る
ゝ
青
／
さ
て
た
も
た
る
ゝ
青


⑤
え
ら
は
む
に
ナ
シ
／
え
ら
は
む
に
ナ
シ
／
え
ら
ん
に
青
陽
／
え
ら
ん
に
青
陽
(
参
考
え
ら
は
む
に
は
河)

⑤
す
ち
な
れ
と
諸
／
す
ち
な
れ
と
諸
／
す
ち
な
れ
と
も
ナ
シ
(
＊
す
ち
な
れ
と)
／
す
ち
な
れ
と
もヒ
諸
宜
上
、
大
成
所
載
の
本
か
ら
青
表
紙
本
系
の
大
島
本
を
定
家
本
と
見
な
す
(
)
。ま
ず
、
紫
塵
愚
抄
の
書
本
の
本
文
が
家
本
Ａ
の
原
型
と
な
り
、
そ
の
原
型
へ
の
校
合
を
経
た
A'
の
本
文
を
持
つ
Ａ
本
か
ら
書
陵
部
本
が
成
立
し
た
と
想
定
し
た
場
合
、
三
条
西
家
の
家
本
の
変
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
か
を
試
み
る
。
１
家
本
Ｅ
に
見
る
公
条
筆
本
の
誤
写
訂
正
の
書
き
入
れ
で
終
始
定
家
本
を
保
つ
(
例
文
は
紫
・
書
・
公
・
Ｅ
の
順
で
あ
る)

⑤
す
ち
な
れ
と
諸
／
す
ち
な
れ
と
諸
／
す
ち
な
れ
と
も
ナ
シ
(
＊
す
ち
な
れ
と)
／
す
ち
な
れ
と
もヒ
諸
(
参
考
す
ち
な
れ
と
も
ナ
シ)
家
本
Ｅ
に
見
る
ミ
セ
ケ
チ
は
公
条
の
書
写
ミ
ス
を
訂
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
旦
、
公
条
筆
本
で
｢
す
ち
な
れ
と
も｣
と
誤
ら
れ
た
本
文
が
、
｢
す
ち
な
れ
と｣
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
｢
す
ち
な
れ
と｣
は
、
紫
塵
愚
抄
の
書
本
に
拠
っ
た
と
想
定
す
る
家
本
Ａ
の
原
型
と
同
文
で
あ
り
、
家
本
を
は
じ
め
諸
本
で
、
終
始
変
わ
ら
ず
定
家
本
が
保
た
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。

⑭
も
、
家
本
が
終
始
定
家
本
に
保
た
れ
た
例
で
あ
る
。
２
家
本
Ｅ
の
書
き
入
れ
を
機
に
定
家
本
か
ら
外
れ
る
前
掲
の

⑤
で
は
、
定
家
本
か
ら
外
れ
か
け
た
公
条
筆
本
が
正
さ
れ
た
が
、
逆
に
書
き
入
れ
に
よ
り
定
家
本
の
本
文
か
ら
外
れ
た
例
が
あ
る
。

⑩
あ
ま
り
に
ナ
シ
／
あ
ま
り
青
河
陽
／
あ
ま
り
青
河
陽
／
あ
ま
り
に○
イ
無
ナ
シ
(
参
考
あ
ま
り
に
公)

⑩
の
家
本
Ｅ
の
書
き
入
れ
は
字
形
・
印
象
か
ら
実
隆
筆
で
あ
り
、
家
本
Ｅ
の
本
文
は
｢
あ
ま
り
に｣
で
あ
る
。
紫
塵
愚
抄
の
書
本
に
よ
っ
た
家
本
Ａ
も
｢
あ
ま
り
に｣
と
推
測
さ
れ
、
正
本
｢
あ
ま
り｣
と
の
校
合
が
入
っ
た
A'
が
｢
あ
ま
り
にヒ｣
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
書
陵
部
本
は
Ａ
本
の
書
き
入
れ
を
受
容
し
｢
あ
ま
り｣
と
し
、
そ
の
正
本
受
容
は
家
本
に
も
な
さ
れ
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
ま
で
続
い
た
が
、
Ｅ
が
校
合
し
た
肖
柏
古
本
は
紫
塵
愚
抄
と
同
文
の
｢
あ
ま
り
に｣
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
家
本
Ｅ
は
、
肖
柏
古
本
と
の
校
合
に
よ
り
、
定
家
本
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
｢
イ
無｣
な
る
注
記
は
、
Ｄ
の
本
文
を
イ
注
と
し
て
残
し
た
い
ゆ
え
の
書
き
入
れ
と
推
測
す
る
。
本
文
の
流
れ
を
図
示
し
て
お
く
。

⑩
あ
ま
り
に
(
紫)
↓
あ
ま
り
に
(
Ａ
原
型)
―
正
本
｢
あ
ま
り｣
と
校
合
↓
あ
ま
り
にヒ
(
A')
↓
あ
ま
り
(
Ｄ)
↓
肖
柏
古
本
と
校
合
↓
あ
ま
り
○に
イ
無(
Ｅ)

あ
ま
り
(
書)
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３書
陵
部
本
が
家
本
Ａ
に
存
在
し
た
書
き
入
れ
を
無
視

⑤
え
ら
は
む
に
ナ
シ
／
え
ら
は
む
に
ナ
シ
／
え
ら
ん
に
青
陽
／
え
ら
ん
に
青
陽
(
参
考
え
ら
は
む
に
は
河)
正
本
の
本
文
は
大
成
で
の
青
表
紙
諸
本
の
｢
え
ら
ん
に｣
で
あ
ろ
う
。
書
陵
部
本
は
、
正
本
と
の
校
合
後
の
Ａ
か
ら
出
た
の
で
あ
れ
ば
｢
え
ら
ん
に｣
で
あ
る
は
ず
だ
が
｢
え
ら
は
む
に｣
で
あ
る
。
書
陵
部
本
作
成
に
際
し
て
書
き
入
れ
が
無
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
(
)
。
A'
を
引
き
継
ぐ
家
本
Ｄ
の
推
測
本
文
は
Ｅ
か
ら
｢
え
ら
ん
に｣
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
紫
塵
愚
抄
か
ら
推
し
て
家
本
Ａ
の
原
型
が
｢
え
ら
は
む
に｣
で
あ
り
、
こ
の
本
文
は
大
成
所
載
本
に
該
当
本
が
な
い
が
、
紹
巴
関
連
本
の
紹
九
本
・
公
条
本
・
湖
月
抄
に
は
見
ら
れ
、
河
内
本
｢
え
ら
は
む
に
は｣
に
近
い
本
文
で
あ
る
。
正
本
の
披
見
以
後
の
家
本
が
定
家
本
と
な
り
得
て
Ｅ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
余
談
な
が
ら
紹
巴
は
西
家
本
を
受
容
し
、
｢
え
ら
ん
に｣
(
天
理
本
・
京
資
本
・
土
岐
本)
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
紹
巴
の
筆
に
な
る
紹
九
本
は
｢
え
ら
は
ん
に｣
で
あ
り
、
書
き
入
れ
を
無
視
す
る
書
写
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
同
じ
書
本
を
用
い
て
の
書
写
作
業
で
あ
っ
て
も
、
書
写
者
の
書
写
態
度
に
よ
っ
て
は
異
な
る
本
文
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
(
)
。

⑤
と
同
様
の
も
の
に
、

⑤
・

⑦
・

⑫
が
あ
る
。
４
定
家
本
化
さ
れ
た
A'
が
家
本
に
保
た
れ
書
陵
部
本
も
A'
で
あ
る
。
次
の

③
は
、
河
内
本
で
あ
っ
た
Ａ
が
正
本
と
の
校
合
に
よ
り
定
家
本
の
本
文
と
な
り
、
定
家
本
の
本
文
が
西
家
本
に
保
た
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
書
陵
部
本
も
Ａ
に
入
っ
た
校
合
を
受
容
し
て
い
る
。

③
た
も
た
る
ゝ
河
／
さ
て
た
も
た
る
ゝ
青
／
さ
て
た
も
た
る
ゝ
青
／
さ
て
た
も
た
る
ゝ
青
こ
れ
と
同
様
の
も
の
に
、

⑬
・

⑭
・

③
も
あ
る
。
表
１
に
挙
げ
た
	
⑤
は
、
公
条
筆
本
に
誤
写
が
あ
り
、
結
局
は
異
同
箇
所
で
は
な
く
な
る
。
こ
れ
を
除
外
し
て
一
三
例
と
し
、
Ｅ
本
と
の
一
致
率
を
み
る
。
書
陵
部
本
の
一
致
率
は
、
次
の
表
２
に
示
す
と
お
り
低
い
。
帚
木
も
書
陵
部
本
と
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
の
異
同
が
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
箇
所
は
、
調
査
対
象
と
し
な
か
っ
た
部
分
に
比
し
、
異
同
が
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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Ｄ
本
の
家
本
Ｅ
と
の
一
致
一
三
例
中
一
〇
例
…
…
…


・
９
％
書
陵
部
本
の
家
本
Ｅ
と
の
一
致
一
三
例
中
六
例
…
…
…

・
２
％
紫
塵
愚
抄
の
家
本
Ｅ
と
の
一
致
一
三
例
中
三
例
…
…
…

・
１
％
【
表
２
家
本
Ｅ
と
の
一
致
率
(
紫
塵
愚
抄
の
存
在
す
る
箇
所)
】
｢
表
１｣
の
例
を
調
査
し
て
導
き
出
せ
る
こ
と
を
列
挙
す
る
。
１
紫
塵
愚
抄
か
ら
選
ん
だ

⑤
を
除
く
一
三
例
の
本
文
は
、
河
内
本
と
の
み
同
文
一
例
、
河
内
本
と
別
本
の
み
に
一
致
す
る
二
例
、
河
内
本
近
似
の
本
文
が
一
例
見
ら
れ
る
ほ
か
、
一
致
本
・
近
似
本
の
探
せ
な
い
四
例
が
あ
り
、
定
家
本
か
ら
は
乖
離
し
て
い
る
。
２
書
陵
部
本
は
、
紫
塵
愚
抄
と
同
文
七
例
(
共
通
異
文

⑤
を
含
む)
、
Ｄ
本
と
同
文
六
例
が
あ
り
、
Ａ
原
型
に
入
っ
た
正
本
と
の
校
合
書
き
入
れ
を
無
視
し
た
も
の
が
前
者
、
書
き
入
れ
を
受
容
し
た
も
の
が
後
者
と
推
測
さ
れ
る
。
書
き
入
れ
を
無
視
し
た
書
写
は
一
定
の
頁
に
限
ら
ず
散
在
し
て
い
る
の
で
、
書
陵
部
本
の
書
写
者
の
書
写
態
度
の
厳
密
さ
の
欠
如
の
反
映
が
看
取
さ
れ
る
。
な
お
、
紫
塵
愚
抄
と
書
陵
部
本
の
共
通
異
文

⑤
の
存
在
は
、
二
者
の
繋
が
り
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
３
Ｄ
本
は
、

⑫
を
除
く
一
二
例
す
べ
て
で
定
家
本
に
一
致
し
て
い
る
。
Ｄ
本
の
定
家
本
と
の
一
致
率
は
高
い
。
４
家
本
Ｅ
は

①
・

②
が
池
田
本
の
み
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
で
池
田
本
に
注
目
し
て
家
本
Ｅ
に
池
田
本
が
一
致
す
る
例
を
探
す
と
、

⑩
が
該
当
本
ナ
シ
、

⑤
が
池
田
本
に
近
似
し
て
い
る
ほ
か
は
、
全
て
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
校
合
本
で
あ
る
肖
柏
古
本
が
池
田
本
に
近
い
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
池
田
本
が
定
家
本
と
も
一
致
す
る
場
合
を
含
め
、
家
本
Ｅ
が
定
家
本
と
一
致
す
る
の
は

⑤
・

③
・

⑬
・
	
⑤
・
	
⑦
・

⑭
・


③
の
七
例
で
あ
る
。
調
査
が
紫
塵
愚
抄
の
存
在
す
る
部
分
に
限
ら
れ
て
い
て
悉
皆
調
査
で
は
な
い
た
め
断
言
で
き
な
い
が
、
定
家
本
化
の
ピ
ー
ク
は
家
本
Ｄ
に
お
い
て
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｅ
の
校
合
本
が
定
家
本
と
は
距
離
の
あ
る
池
田
本
に
近
か
っ
た
た
め
、
定
家
本
化
率
の
低
下
を
家
本
Ｅ
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
帚
木
に
お
い
て
、
宗
祇
本
か
ら
出
て
い
る
と
推
測
す
る
紫
塵
愚
抄
か
ら
異
同
箇
所
を
抜
き
出
し
、
三
条
西
家
本
の
本
文
の
流
れ
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

⑤
に
紫
塵
愚
抄
と
書
陵
部
本
の
共
通
異
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
二
者
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
。
紫
塵
愚
抄
と
の
異
同
あ
る
箇
所
に
限
っ
て
は
、
家
本
Ｄ
の
写
し
で
あ
る
公
条
筆
本
は
家
本
Ｅ
の
土
台
で
あ
る
が
、
今
見
る
家
本
Ｅ
(
日
大
本)
は
肖
柏
古
本
と
の
校
合
に
よ
り
定
家
本
か
ら
却
っ
て
外
れ
て
し
ま
っ
た
例

⑩
・

②
が
見
ら
れ
る
。
三
条
西
家
本
の
帚
木
は
、
日
大
本
の
先
代
に
あ
た
る
、
藤
原
親
員
へ
売
却
さ
れ
た
本
の
ほ
う
が
定
家
本
に
近
か
っ
た
、
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
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帚
木
は
、
書
陵
部
本
と
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
と
の
異
同
が
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
部
分
で
は
異
同
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
書
陵
部
本
が
三
条
西
家
の
証
本
で
あ
る
と
奥
書
に
言
う
に
も
関
わ
ら
ず
日
大
本
と
の
乖
離
箇
所
が
見
ら
れ
る
の
は
、
Ａ
に
存
在
し
た
書
き
入
れ
を
無
視
し
た
書
写
箇
所
が
書
陵
部
本
に
存
在
し
た
か
ら
と
推
測
す
る
。
三
書
陵
部
本
と
日
本
大
学
蔵
本(
空
)
次
に
空

を
取
り
上
げ
る
。
拙
稿
②
の
｢
３
実
枝
本
の
書
本｣
で
述
べ
て
と
こ
ろ
だ
が
、
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
の
空

は
、
公
条
筆
本
(
Ｄ
の
写
し)
を
転
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
枝
本
は
孫
(
実
枝)
の
所
持
本
作
成
に
あ
た
り
実
隆
が
家
本
Ｄ
を
売
却
す
る
以
前
に
書
写
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
Ｅ
と
実
枝
本
の
検
討
に
よ
り
、
実
隆
は
自
身
が
書
写
し
た
実
枝
本
で
肖
柏
古
本
と
の
校
合
を
行
い
、
校
合
の
入
っ
た
実
枝
本
を
用
い
て
公
条
筆
本
に
書
き
入
れ
を
行
っ
た
と
知
ら
れ
た
。
Ｅ
か
ら
書
き
入
れ
を
除
く
と
公
条
筆
本
が
現
れ
る
と
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
巻
で
は
実
枝
本
と
見
比
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
家
本
Ｄ
の
本
文
が
判
明
す
る
。
家
本
Ｅ
に
書
き
入
れ
の
あ
る
箇
所
の
日
大
本
・
公
条
筆
本
・
書
陵
部
本
の
一
致
本
の
掲
出
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
省
略
す
る
が
、
実
枝
本
と
の
比
較
で
推
測
し
た
Ｄ
が
公
条
筆
本
(
仮
に
Ｅ
本
か
ら
書
き
入
れ
を
除
い
た
も
の)
と
異
な
る
場
合
の
み
は
、｢
＊｣
印
以
下
に
Ｄ
の
推
測
本
文
を
表
１
に
示
し
て
お
く
。
な
お
、
こ
の
巻
の
紫
塵
愚
抄
の
本
文
は
僅
少
で
あ
り
、
書
陵
部
本
と
も
家
本
Ｅ
と
も
異
同
が
な
い
た
め
取
り
上
げ
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【
表
１
公
条
筆
本
と
家
本
Ｄ
に
差
が
あ
る
例
(
家
本
Ｅ
の
付
注
箇
所)
】

⑨
心○
お
さ
な
き
横
池
秀
肖
河
陽
／
お
さ
な
き
ナ
シ
(
＊
心
お
さ
な
き
横
池
秀
肖
河
陽)
／
心
を
さ
な
き
横
池
秀
肖
河
陽

⑥
こ
の○
め
も
諸
／
こ
め
も
ナ
シ
(
＊
こ
の
め
も
諸)
／
こ
の
め
も
諸

⑭
か○
ら○
う○
こ
そ
青
／
こ
そ
(
河)
(
＊
か
ら
う
こ
そ
青)
／
か
ら
う
こ
そ
青

⑨
と○
思○
に
も
青
河
／
に
も
ナ
シ
(
＊
と
思
に
も
青
河)
／
と
思
ふ
に
も
青
河
大
成
頁
行
・
家
本
Ｅ
／
公
条
筆
本
／
書
陵
部
本
て
い
な
い
。
ま
ず
、
家
本
Ｅ
の
付
注
箇
所
の
書
陵
部
本
と
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
の
一
致
率
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
全
三
五
例
(
掲
出
略)
を
、
Ｅ
の
本
文
を
｢
イ｣
、
Ｄ
の
本
文
を
｢
ロ｣
と
し
て
書
陵
部
本
の
そ
れ
ぞ
れ
と
の
一
致
率
を
調
査
す
る
。
た
だ
し
、

⑨
・

⑭
・

⑥
・

⑨
の
四
例
は
、
Ｅ
・
Ｄ
・
書
陵
部
本
と
も
に
｢
イ｣
で
あ
る
の
で
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
三
一
例
の
調
査
と
な
る
。
ま
た
次
に
掲
出
す
る

⑫
と

②
の
書
陵
部
本
｢
お
も
ひ
み
た
れ
た
り｣
｢
し
つ
む
れ
と｣
は
｢
イ｣
｢
ロ｣
い
ず
れ
で
も
な
い
の
で
、
こ
の
二
例
は
ど
ち
ら
の
一
致
数
に
も
加
え
ら
れ
な
い
。
表
２
に
示
す
と
お
り
、
家
本
Ｅ
の
付
注
箇
所
で
は
書
陵
部
本
は
｢
イ｣
が

・
４
％
に
も
上
り
、｢
ロ｣
が

・
１
％
で
あ
る
。(
例
文
は
Ｅ
・
公
・
書
の
順
で
あ
る)

⑫
み
た
れ
てヒ
(
た
り)
陽
／
み
た
れ
て
御
大
横
秀
麦
阿
／
お
も
ひ
み
た
れ
た
り
池
肖
河
飯
桃

②
し
つ
む
れ
とヒ
い
と
御
大
池
七
尾
陽
／
し
つ
む
れ
と
い
と
横
秀
肖
宮
飯
麦
阿
桃
／
し
つ
む
れ
と
ナ
シ
家
本
Ｅ
と
紹
巴
関
連
本
と
の
異
同
が
あ
る
四
〇
箇
所
(
掲
出
略)
に
お
い
て
、
書
陵
部
本
は
Ｅ
と
三
三
箇
所
で
一
致
(

・
５
％)
し
て
い
る
の
で
、
Ｅ
の
付
注
箇
所
以
外
で
は
、
書
陵
部
本
の
Ｅ
と
の
一
致
率
は

・
４
％
よ
り
も
高
そ
う
で
あ
る
。
や
は
り
、
書
陵
部
本
の
空
	
は
、
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
と
の
異
同
が
少
な
い
巻
と
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
家
本
Ｅ
の
付
注
箇
所
全
三
五
例
に
お
け
る
各
本
の
異
同
を
調
査
し
、
各
本
の
定
家
本
(
大
島
本
を
比
定)
と
一
致
す
る
例
数
お
よ
び
定
家
本
化
率
を
表
３
に
挙
げ
る
。
書
陵
部
本
は
、
家
本
Ｅ
の
付
注
箇
所
に
お
い
て
定
家
本
化
率
で
家
本
Ｄ
に
勝
っ
て
お
り
Ｅ
に
迫
っ
て
い
る
。
書
陵
部
本
は
、
Ｅ
の
校
合
本
で
あ
る
肖
柏
古
本
と
近
い
よ
う
で
あ
る
。
Ｄ
は
、
Ｅ
の
書
き
入
れ
の
あ
る
箇
所
を
調
査
し
て
い
る
の
だ
か
ら
Ｅ
と
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
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【
表
３
定
家
本
と
の
一
致
率
(
日
大
本
の
付
注
箇
所)
】
書
陵
部
本
が
定
家
本
と
一
致
…
…


例
…
…

・
３
％
家
本
Ｄ
が
定
家
本
と
一
致
…
…
…

例
…
…

・
７
％
公
条
筆
本
が
定
家
本
と
一
致
…
…

例
…
…

・
１
％
家
本
Ｅ
が
定
家
本
と
一
致
…
…
…

例
…
…

・
１
％
【
表
２
書
陵
部
本
の
家
本
Ｅ
と
の
一
致
率
(
Ｅ
本
の
付
注
箇
所)
】
書
陵
部
本
が
家
本
Ｄ
と
一
致
…
…
…
ロ
は
５
例
…
…

・
１
％
書
陵
部
本
が
家
本
Ｅ
と
一
致
…
…
…
イ
は

例
…
…

・
４
％
が
一
致
せ
ず
、
書
陵
部
本
と
は

⑩
・

⑪
・

⑭
の
三
例
の
み
の
一
致
で
あ
る
。
大
き
く
捉
え
る
と
、
書
陵
部
本
と
Ｅ
に
対
し
て
Ｄ
が
対
立
す
る
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
帚
木
に
お
い
て
、
家
本
Ａ
に
あ
っ
た
注
記
を
無
視
し
て
書
写
し
た
箇
所
の
多
い
書
陵
部
本
の
定
家
本
率
が
低
く
、
注
記
を
多
く
受
容
し
た
家
本
で
は
定
家
本
率
が
高
く
Ｄ
が
定
家
本
化
の
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
空

で
は
、
家
本
よ
り
も
書
陵
部
本
の
方
が
Ａ
に
存
在
し
た
注
記
の
受
容
が
多
か
っ
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
書
陵
部
本
は
寄
り
合
い
書
で
あ
り
、
書
本
(
注
記
の
入
っ
た
家
本
Ａ)
を
写
す
に
あ
た
っ
て
は
巻
巻
で
の
担
当
者
の
書
写
態
度
の
差
に
応
じ
て
、
書
本
と
の
乖
離
に
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
家
本
Ｅ
の
付
注
箇
所
で
の
空

の
本
文
の
流
れ
を
示
す
。
数
字
は
定
家
本
と
の
一
致
率
で
あ
る
。
家
本
の
定
家
本
と
の
一
致
率
は
、
Ｅ
本
の
付
注
箇
所
に
お
い
て
は
Ｄ
本
で
低
下
し
た
が
、
Ｅ
本
の
肖
柏
古
本
と
の
校
合
に
よ
り
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の

％
に
満
た
な
い
一
致
率
に
留
ま
っ
て
い
る
。
校
合
本
で
あ
る
肖
柏
古
本
が
定
家
本
と
は
距
離
の
あ
る
本
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
四
紫
塵
愚
抄
と
書
陵
部
本
お
よ
び
日
本
大
学
蔵
本(
柏
木)
既
に
、
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
と
書
陵
部
本
の
異
同
の
少
な
い
と
さ
れ
る
桐
壺
・
帚
木
・
空

を
取
り
上
げ
た
。
最
後
に
異
同
の
多
い
と
さ
れ
る
巻
か
ら
、
定
家
本
が
現
存
す
る
柏
木
を
取
り
上
げ
る
。
柏
木
は
、
紫
塵
愚
抄
の
本
文
も
比
較
的
多
い
の
で
、
紫
塵
愚
抄
・
書
陵
部
本
・
日
大
本
の
三
本
を
調
査
し
表
１
に
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
紫
塵
愚
抄
の
1232
⑥
｢
は
ゝ
か
り｣
と
1252
②
｢
こ
ほ
れ
ゐ
る
を｣
の
二
例
は
、
誤
写
が
明
ら
か
な
の
で
取
り
上
げ
な
い
。
1261
①
｢
梢
と
も
を
も
・
梢
と
も
も｣
の
よ
う
に
紫
塵
愚
抄
に
本
文
異
同
が
あ
る
も
の
も
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
全
四
四
例
に
つ
い
て
、
書
陵
部
本
の
家
本
Ｅ
と
の
一
致
率
を
確
認
す
る
と
、
表
２
に
示
す
と
お
り
二
八
例
が
一
致
し
て
い
る
の
で
、

・
６
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空


書
陵
部
本
(
注
記
の
受
容
が
多
く
A'
本
文
が
多
い)
・
３
％
Ａ
―
校
合
↓
A'
	
家
本
Ｄ
(
注
記
の
不
受
容
が
多
く
Ａ
本
文
の
方
が
多
い)


・
７
％
	
公
条
筆
本

・
１
％
―
肖
柏
古
本
と
校
合
↓
家
本
Ｅ

・
１
％
％
の
一
致
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
紫
塵
愚
抄
が
抜
き
出
し
た
本
文
箇
所
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
り
、
桐
壺
で
の

・
０
％
と
帚
木
で
の

・
２
％
の
中
間
に
位
置
す
る
。
か
な
り
の
一
致
が
見
ら
れ
る
が
、
異
同
も
多
い
と
い
う
べ
き
か
。
次
に
、
表
１
お
よ
び
掲
出
略
の
も
の
四
四
例
に
つ
き
定
家
本
と
の
一
致
を
調
査
す
る
。
定
家
本
と
の
一
致
は
、
表
３
に
示
す
と
お
り
、
紫
塵
愚
抄
が
一
一
例
、
書
陵
部
本
が
三
一
例
、
家
本
Ｅ
が
四
一
例
で
あ
る
。
紫
塵
愚
抄
に
似
て
い
た
で
あ
ろ
う
家
本
Ａ
原
型
は
定
家
本
に
四
分
の
一
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【
表
１
紫
塵
愚
抄
・
書
陵
部
本
・
家
本
Ｅ
の
一
致
本
(
紫
塵
愚
抄
の
存
在
す
る
箇
所)
】
1255
⑦
打
な
か
め
つ
ゝ
保
国
／
な
か
め
つ
ゝ
青
河
御
麦
阿
／
な
か
め
つ
ゝ
青
河
御
麦
阿
(
以
下
の
掲
出
略)
1255
⑥
い
た
う
諸
／
い
と
い
た
う
ナ
シ
／
い
た
う
諸
1253
③
種
を
ナ
シ
／
た
ね
を
ナ
シ
／
た
ね
は
青
河
御
国
麦
阿
1252
⑤
お
ほ
さ
れ
け
む
保
／
お
ほ
し
け
ん
青
河
御
国
麦
阿
／
お
ほ
し
け
ん
青
河
御
国
麦
阿
1252
⑤
い
さ
め
ま
ほ
し
く
横
陽
／
い
さ
め
ま
ほ
し
う
定
大
榊
肖
河
保
／
い
さ
め
ま
ほ
し
う
定
大
榊
肖
河
保
1252
④
心
地
し
て
阿
／
心
ち
し
給
ひ
て
青
河
御
保
麦
／
心
地
し
た
ま
ひ
て
青
河
御
保
麦
1252
③
こ
と
い
み
す
へ
き
を
と
大
保
／
こ
と
い
み
す
へ
き
日
を
と
定
横
榊
陽
肖
河
御
麦
阿
／
こ
と
い
み
す
へ
き
日
を
と
定
横
榊
陽
肖
河
御
麦
阿
1252
②
涙
の
青
河
御
保
麦
阿
／
御
な
み
た
の
国
／
な
み
た
の
青
河
御
保
麦
阿
1232
⑦
は
か
な
う
ナ
シ
／
は
か
な
く
諸
／
は
か
な
く
諸
1232
⑥
お
ほ
す
保
／
思
ふ
青
河
御
麦
阿
／
思
ふ
青
河
御
麦
阿
【
表
３
定
家
本
と
の
一
致
率
(
紫
塵
愚
抄
の
存
在
す
る
箇
所)
】
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
…
四
一
例
…
…
…

・
１
％
書
陵
部
本
…
…
…
…
…
三
一
例
…
…
…

・
９
％
紫
塵
愚
抄
…
…
…
…
…
一
一
例
…
…
…

・
４
％
【
表
２
家
本
Ｅ
と
の
一
致
率
(
紫
塵
愚
抄
の
存
在
す
る
箇
所)
】
書
陵
部
本
の
家
本
Ｅ
と
の
一
致
…
…
四
四
例
中
二
八
例
…
…
…

・
６
％
紫
塵
愚
抄
の
Ｅ
と
の
一
致
…
…
…
…
四
四
例
中
九
例
…
…
…
…

・
５
％
く
ら
い
し
か
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
校
合
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
箇
所
で
は
定
家
本
に
近
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
家
本
Ｅ
に
存
在
す
る
注
の
五
五
箇
所
に
注
目
し
、
Ｅ
・
姉
小
路
本
(
推
測
本
文)
・
書
陵
部
本
の
関
係
を
調
査
す
る
。
紙
幅
の
関
係
で
全
例
の
掲
出
は
で
き
な
い
が
、
次
の
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
に
示
す
と
お
り
、
書
陵
部
本
は
西
家
本
と
無
縁
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
Ⅰ
家
本
Ｅ
・
姉
小
路
本
・
書
陵
部
本
が
と
も
に
肖
柏
本
と
一
致
し
て
い
る
次
例
が
あ
る
。(
例
文
は
Ｅ
・
姉
・
書
の
順
で
あ
る)
1239
③
心
た
ふ
ら
(
ろ
イ)
か
し
て
肖
／
心
た
ふ
ら
か
し
て
肖
／
心
た
ふ
ら
か
し
て
肖
Ⅱ
次
例
を
含
め
、
姉
小
路
本
と
書
陵
部
本
が
肖
柏
本
と
の
み
一
致
す
る
四
例
が
あ
る
。
1229
⑪
を
こ
な
ひ
人
とヒ
てヒ
定
大
横
榊
陽
河
／
を
こ
な
ひ
人
と
て
肖
／
お
こ
な
ひ
人
と
て
肖
Ⅲ
姉
小
路
本
・
書
陵
部
本
が
大
成
に
用
例
の
な
い
本
文
を
共
有
し
て
い
る
。
1243
⑩
お
は
し
けヒ
(
つ)
る
定
大
横
榊
陽
河
別
／
お
は
し
け
る
ナ
シ
／
お
は
し
け
る
ナ
シ
Ⅳ
姉
小
路
本
と
書
陵
部
本
が
同
文
(
二
例
の
Ｅ
・
姉
＝
書
を
含
む)
で
あ
る
三
〇
例
が
あ
る
。
Ⅴ
家
本
Ｅ
と
書
陵
部
本
が
同
文
で
あ
る
一
六
例
が
あ
る
。
Ⅵ
家
本
Ｅ
の
イ
注
に
該
当
す
る
書
陵
部
本
の
本
文
が
二
例
あ
る
。
ま
ず
Ⅲ
に
注
目
す
る
。
家
本
Ｅ
の
書
本
の
姉
小
路
本
と
書
陵
部
本
と
の
大
成
に
な
い
本
文
の
共
有
は
、
書
陵
部
本
と
西
家
本
と
の
繋
が
り
を
強
く
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ⅰ
・
Ⅱ
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
Ｅ
・
姉
・
書
の
三
本
は
肖
柏
本
と
縁
が
深
く
、
肖
柏
本
が
一
致
す
る
の
は
、
書
陵
部
本
が

例
(

例
中)
、
姉
小
路
本
が

例
(

例
中)
、
Ｅ
本
が

例
(

例
中)
で
あ
り
、
成
立
年
が
下
る
ほ
ど
肖
柏
本
と
の
一
致
率
は
、

・
０
％
、

・
７
％
、

・
５
％
と
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
書
陵
部
本
を
遡
る
成
立
で
あ
る
Ａ
本
原
型
は
、
書
陵
部
本
よ
り
も
さ
ら
に
肖
柏
本
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
Ⅳ
・
Ⅴ
か
ら
は
、
書
陵
部
本
が
日
大
本
(
家
本
Ｅ)
の
書
本
で
あ
る
姉
小
路
本
と
一
致
す
る
率
は

・
５
％
で
あ
り
、
書
陵
部
本
が
Ｅ
と
一
致
す
る
率

・
１
％
の
約
二
倍
弱
で
あ
る
。
書
陵
部
本
は
、
Ｅ
よ
り
も
姉
小
路
本
に
近
い
。
Ⅵ
も
書
陵
部
本
と
Ｅ
の
繋
が
り
を
示
し
て
い
る
。
Ⅰ
か
ら
Ⅵ
に
よ
り
書
陵
部
本
と
西
家
本
が
無
縁
の
本
で
は
な
い
と
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
書
陵
部
本
は
、
西
家
本
か
ら
生
ま
れ
た
本
な
の
で
あ
ろ
う
。
家
本
Ｅ
柏
木
の
付
注
箇
所
五
五
例
の
定
家
本
と
の
一
致
率
は
、
表
４
98
の
と
お
り
で
あ
る
。
紫
塵
愚
抄
・
書
陵
部
本
・
家
本
Ｅ
の
三
本
に
異
同
の
あ
る
箇
所
に
お
い
て
は
、
Ｅ
と
定
家
本
と
の
一
致
率
が

・
１
％
に
達
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
付
注
箇
所
で
は

・
２
％
に
低
下
す
る
。
こ
の
結
果
を
招
い
て
い
る
の
は
、
校
合
本
の
肖
柏
古
本
が
定
家
本
と
は
隔
た
り
の
あ
る
本
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
と
め
帚
木
の
調
査
で
は
紫
塵
愚
抄
と
書
陵
部
本
と
が
繋
が
り
の
あ
る
本
で
あ
る
こ
と
を
、
柏
木
で
は
書
陵
部
本
が
西
家
本
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
以
下
を
ま
と
め
と
す
る
。
日
大
本
の
一
代
目
の
も
の
(
Ａ
原
型)
は
、
宗
祇
の
本
と
同
じ
と
推
測
さ
れ
定
家
本
か
ら
は
遠
い
本
文
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
書
陵
部
本
の
成
立
す
る
以
前
に
な
さ
れ
た
幾
本
も
の
某
本
と
の
校
合
に
よ
る
書
き
入
れ
が
Ａ
へ
入
っ
て
い
き
、
Ａ
本
の
定
家
本
化
が
進
ん
で
い
っ
た
。
Ａ
が
売
却
さ
れ
る
時
点
で
は
、
Ａ
本
に
は
書
き
入
れ
の
集
積
が
あ
り
、
校
合
に
よ
り
Ａ
か
ら
変
化
し
た
A'
本
文
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
Ａ
本
に
A'
本
文
が
最
大
に
な
る
ま
で
の
間
に
、
そ
れ
を
書
本
と
し
て
何
本
か
の
写
本
が
成
立
し
た
。
そ
の
な
か
に
、
南
御
方
本
や
姉
小
路
本
も
あ
っ
た
。
南
御
方
本
は
家
本
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
に
、
姉
小
路
本
は
家
本
Ｅ
の
作
成
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
は
、
Ａ
本
は
既
に
本
文
の
改
善
が
大
き
く
進
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
Ａ
本
に
A'
本
文
が
最
大
に
な
る
ま
で
の
間
の
い
ず
れ
か
の
時
に
、
西
家
本
を
書
本
に
し
て
書
陵
部
本
が
成
立
し
た
と
推
測
す
る
。
Ａ
に
は
書
き
入
れ
が
相
当
入
っ
て
い
た
ろ
う
が
、
巻
に
よ
っ
て
定
家
本
化
に
差
が
あ
っ
た
ろ
う
上
に
、
書
き
入
れ
を
無
視
し
が
ち
な
書
写
者
か
ら
、
書
き
入
れ
を
忠
実
に
受
容
し
た
書
写
者
ま
で
書
写
担
当
者
の
書
写
態
度
は
巻
に
よ
る
差
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
書
陵
部
本
に
定
家
本
ひ
い
て
は
日
大
本
か
ら
遠
い
本
文
の
巻
や
、
近
い
巻
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
大
本
と
書
陵
部
本
は
、
異
同
が
大
き
い
巻
も
あ
る
が
、
と
も
に
三
条
西
家
の
家
本
か
ら
出
た
本
で
あ
る
と
考
え
る
。
99
【
表
４
定
家
本
と
の
一
致
率
(
Ｅ
本
の
付
注
箇
所)
】
書
陵
部
本
…
…
…
三
三
例
…
…
…

・
１
％
姉
小
路
本
…
…
…
一
八
例
…
…
…

・
７
％
家
本
Ｅ
…
…
…
…
三
二
例
…
…
…

・
２
％
注
記
(
１)
証
本
『
源
氏
物
語』
(
日
本
大
学
蔵)
に
つ
い
て
は
、
三
条
西
公
正
氏
｢
證
本
源
氏
物
語
の
原
本
に
つ
い
て｣
(｢
国
語
と
国
文
学｣
昭
和
５
・
５)
、
山
脇
毅
氏
『
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究』
(
創
元
社
、
昭
)
、
岡
野
道
夫
氏
｢
証
本
源
氏
物
語
の
本
文
に
つ
い
て
―
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
性
格
―｣
(｢
語
文｣
昭

・
６)
、
岸
上
慎
二
氏
｢
源
氏
物
語
解
題
―
三
条
西
家
伝
之
証
本
―｣
(『
枕
草
子
研
究
(
続)』
所
収
。
笠
間
書
院
、
昭
)
、
池
田
利
夫
氏
『
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
序
説』
(
笠
間
書
院
、
昭
)
、
片
桐
洋
一
氏
｢『
源
氏
物
語』
三
条
西
家
本
を
論
じ
て
別
本
に
及
ぶ｣
(『
古
筆
と
源
氏
物
語』
八
木
書
店
、
平
３
。『
源
氏
物
語
以
前』
笠
間
書
院
、
平
)
、
宮
川
葉
子
氏
『
三
条
西
実
隆
と
古
典
学』
(
風
間
書
房
、
平
)
、
吉
岡
曠
氏
｢
源
氏
物
語
本
文
の
伝
流｣
(『
源
氏
物
語
集
成
第
十
三
巻』
風
間
書
房
、
平
)
、
加
藤
洋
介
氏
｢『
源
氏
物
語
大
成』
の
三
条
西
家
本｣
(｢
詞
林｣

巻
、
2007
・
	)
な
ど
の
ほ
か
、
多
く
の
論
が
あ
る
。
(
２)
｢
名
古
屋
平
安
文
学
研
究
会
会
報｣
(
第


号
、
平

・
３)
。
な
お
、

頁
下
段
４
行
目
の
｢
嘉
禄｣
は
｢
享
禄｣
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
す
る
。
(
３)
｢
中
京
国
文
学｣
(
第

号
、
平

・
３)
。
(
４)
講
釈
者
の
本
と
の
校
合
書
き
入
れ
ま
た
は
新
写
本
作
成
で
同
文
と
な
る
が
、
実
隆
の
受
講
の
場
合
は
前
者
で
あ
っ
た
ろ
う
。
金
子
金
治
郎
氏
『
連
歌
師
と
紀
行』
(
桜
風
社
、
平
２)
に
、
伝
授
者
が
伝
受
者
に
自
筆
の
古
今
集
を
与
え
た
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
③
｢
紹
巴
本
『
源
氏
物
語』
に
つ
い
て
―
夢
浮
橋
の
調
査
を
中
心
に
し
て
―｣
(｢
潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
年
報
０
９
号｣
、
平

・
３)
で
は
、
紹
巴
が
公
条
講
釈
を
受
講
す
る
に
際
し
、
師
本
と
の
校
合
を
許
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
(
５)
稲
賀
敬
二
氏
｢
紫
塵
愚
抄
と
宗
祇
の
周
辺｣
(『
中
世
文
芸
叢
書
別
巻
Ⅰ』
広
島
中
世
文
芸
研
究
会
、
昭
)
(
６)
上
野
英
子
氏
｢
潮
廼
舎
文
庫
蔵
｢
紹
巴
奥
書
本
源
氏
物
語｣
と
『
紹
巴
抄』｣
(
潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
｢
年
報｣
０
８
号
、
平

・
３)
の
注
１
に
所
載
さ
れ
て
い
る
｢
紹
巴
関
与
源
氏
物
語
諸
本｣
に
倣
い
、｢
土
岐
本
・
京
資
本
・
天
理
本
・
紹
九
本
・
潮
廼
舎
本
・
公
条
本
・
湖
月
抄｣
等
を
い
う
。
(
７)
注
(
１)
所
載
の
、
池
田
著
三
六
頁
お
よ
び
岡
野
論
文
。
(
８)
注
(
６)
所
載
の
紹
巴
関
連
本
を
対
象
に
日
大
本
と
一
致
す
る
割
合
を
調
査
(
未
発
表)
し
た
な
か
で
、
桐
壺
で
最
も
一
致
率
が
高
い
の
が
紹
巴
本
①
系
の
紹
九
本
で
あ
っ
た
。
紹
九
本
に
つ
い
て
は
、
注
(
４)
所
載
の
拙
稿
③
参
照
。
(
９)
注
(
７)
に
同
じ
。
(
	)
こ
の
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
の
報
告
の
他
は
知
ら
な
い
。
注
(
２)
所
載
の
拙
稿
一
七
頁
参
照
。
(
)
田
村
隆
氏
｢
青
表
紙
本
の
系
譜｣
(｢
中
古
文
学｣
第

号
、
平

・
)
に
お
い
て
、
大
島
本
が
定
家
本
に
近
い
こ
と
を
追
認
し
て
お
ら
れ
る
。
(
)
紹
巴
関
連
本
の
本
文
比
較
に
よ
り
、
そ
の
一
本
で
あ
る
紹
九
本
の
桐
壺
(
紹
巴
書
写)
に
注
記
を
無
視
し
た
書
写
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
例
が
か
な
り
あ
る
。
紹
九
本
に
つ
い
て
は
、
注
(
４)
参
照
。
(
)
天
理
本
・
京
資
本
・
土
岐
本
の
校
合
し
た
本
は
紹
巴
本
②
で
あ
り
、
紹
巴
本
②
は
紹
巴
所
持
本
(
紹
巴
本
①)
と
の
校
合
に
よ
り
紹
巴
本
①
100
化
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
し
て
紹
巴
本
①
を
書
本
と
し
た
の
が
紹
九
本
桐
壺
で
あ
る
。
紹
巴
本
②
と
の
校
合
と
紹
巴
本
①
を
書
本
と
す
る
書
写
と
で
は
用
い
た
本
に
差
が
あ
る
が
、
紹
巴
本
②
は
遡
れ
ば
紹
巴
本
①
で
あ
り
、
同
じ
本
を
用
い
た
書
写
や
校
合
に
み
な
し
う
る
と
考
え
、
イ
注
の
無
視
が
発
生
し
て
い
る
一
例
に
紹
九
本
を
挙
げ
た
。
【
使
用
テ
キ
ス
ト
・
参
照
文
献
な
ど
の
略
称
等
一
覧
】
Ｅ
・
家
本
Ｅ
・
日
大
本
↓
三
条
西
家
本
『
源
氏
物
語』
(
八
木
書
店
、
平
６)
。
該
書
か
ら
読
み
取
れ
る
本
文
が
大
成
と
異
な
る
場
合
は
、
中
院
本
を
参
照
し
た
う
え
で
判
断
し
、
家
本
Ｅ
の
本
文
と
し
て
挙
げ
た
。
紫
・
紫
塵
愚
抄
↓
中
野
幸
一
編
『
源
氏
物
語
古
注
釈
叢
刊
第
五
巻』
(
武
蔵
野
書
院
、
昭
)
に
よ
る
。
書
・
書
陵
部
本
↓
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
源
氏
物
語』
(
日
本
古
典
文
学
大
系)
に
よ
る
。
土
・
土
岐
本
↓
花
園
大
学
土
岐
武
治
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語』
(
拙
稿
②
注
(
)
参
照)
。
京
・
京
資
本
↓
京
都
総
合
資
料
館
蔵
『
源
氏
物
語』
五
三
冊
、
須
磨
欠
。
(『
源
氏
物
語
事
典』
諸
本
解
題
一
三
四
頁
に
所
載
の
本)
。
天
・
天
理
本
↓
天
理
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語』
(『
源
氏
物
語
事
典』
諸
本
解
題
一
三
七
頁
所
載
の
本
。
潮
・
潮
廼
舎
本
↓
潮
廼
舎
文
庫
蔵
『
紹
巴
奥
書
源
氏
物
語』
(｢
潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
年
報
０
８
号｣
、｢
同
０
９
号｣
参
照)
。
湖
↓『
源
氏
物
語
湖
月
抄』
(
文
献
書
院)
。
公
・
公
条
本
↓
山
岸
文
庫
蔵
『
公
条
本
源
氏
物
語』
。
注
(
４)
所
載
の
拙
稿
③
注
(
)
参
照
。
公
条
筆
本
(
日
大
本
の
冒
頭
七
帖
に
使
用
さ
れ
た
本)
と
は
別
の
本
。
公
記
↓『
実
隆
公
記』
(
続
群
書
類
従
完
成
会
第
三
刷)
。
中
院
本
↓
京
都
大
学
蔵
中
院
文
庫
『
源
氏
物
語』
。
実
枝
本
↓
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
青
表
紙
本』
(
元
教
養
部
非
常
勤
講
師)
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